
研究集会「推論主義の新展開」 
 
 
⽇時 
2026 年 3 ⽉ 15 ⽇（⽇）14:00 ‒ 17:00 
 
場所 
早稲⽥⼤学⼾⼭キャンパス 33 号館 7 階 731 教室 
 
講演者 
⽩川 晋太郎⽒（福井⼤学） 
飯川 遥⽒（⼀橋⼤学） 
 
プログラム 
14:00 ‒ 14:05 オープニング 
14:05 ‒ 15:20 飯川遥⽒講演 

題⽬「⽅法論的推論主義：概念分析から概念⼯学へ」 
要旨 
 近年の哲学⽅法論においては、概念分析の⽅法論的妥当性が疑問視されるにつれ、次第に概念
⼯学へ議論の焦点が移されてきた。本発表では、その⼆つの⽅法の対象をいずれも推論の規範と
して統⼀的に捉える推論主義的枠組みを提案することを⽬指す。 

15:20 ‒ 15:35 休憩 
15:35 ‒ 16:50 ⽩川晋太郎⽒講演 

題⽬「推論・演技・理解」 
要旨 
 推論主義の他者理解モデルに理論上／実践上の懸念があることを指摘した上で、「演技」概念
を導⼊することで対処し、相⼿の推論を演技できることが他者理解の⼀⾓を構成するという演技
的プラグマティズムを提案する。 

16:50 ‒ 17:00 クロージング 
 
連絡先 
伊藤 遼（早稲⽥⼤学）(ryo.ito [at] waseda.jp) 
 
最新情報につきましては、以下のウェブサイトをご覧ください。 
https://dpt-philosophy.w.waseda.jp/ 
 
事前登録不要 
参加無料 
 
主催 
科研費基盤研究B「論証・証明の哲学の深化に向けた学際的「論理の哲学」研究」（23K20416） 


